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Anycast RP 
Anycast RP の目的 
Anycast RPの目的は、PIM-SMにおいて RPの冗長化と負荷分散を実現することです。 
 
あらためて、RPについて振り返ります。PIM-SMにおいて、マルチキャストグループごと
に RPアドレスが必ず必要です。そして、特定のマルチキャストグループの RPアドレスは
ただ一つです。RPがダウンしてしまうと、ラストホップルータは共有ツリーを作成するこ
とができません。また、ファーストホップルータは PIM Registerメッセージを送信できな
くなります。RP は PIM-SM のマルチキャストルーティングにおいて非常に重要な役割を

果たしています。RPがダウンしてしまうと、PIM-SMではマルチキャストルーティングを
正常に行うことができません。そのため、RPの冗長化を考えておくことが重要です。 
 
※ スイッチオーバーしてしまえば、RP がダウンしていてもマルチキャストパケットをル
ーティングし続けることができる場合はあります。 

 
RP の冗長化 
RPの冗長化は、Auto RP/BSRで RP候補を複数設定することで実現することができます。
RPとして選ばれたルータがダウンしても、別の RP候補のルータが RPの役割を引き継ぐ
ことができます。ただし、Auto RP/BSR での RPの冗長化では、RPを切り替えるのに時
間がかかります。 
 
Auto RPでは、RP候補は RP-Announceメッセージを RP_ANNOUNCE_INTERVALの
間隔で送信します。デフォルトでは、RP_ANNOUNCE_INTERVALは 60秒です。そして、
MAは定期的な RP-Announceメッセージを受信することで、RP候補が動作していること
を確認しています。RP-Announce メッセージで通知される RP 候補の情報は、
RP_ANNOUNCE_INTERVAL の 3 倍の制限時間が設けられています。つまり、デフォル
トで 180秒です。そのため、現在アクティブな RP候補がダウンしてから、新しい RPに切
り替えるまでに最大で 3分間かかってしまうことになります。 
Auto RPで RPの切り替えに要する時間を短くするためには、RP候補の設定のオプション
で RP_ANNOUNCE_INTERVALを短く設定します。 
 
Router(config)#ip pim send-rp-announce <interface> scope <ttl> [group-list <acl>] 
[interval <sec>] 
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BSR でも、同じような仕組みです。BSR では、RP 候補は C-RP 通知メッセージを
C-RP-ADV-PERIODの間隔で送信します。C-RP-ADV-PERIODのデフォルトは 60秒です。
C-RP 通知メッセージの RP の情報は、C-RP-ADV-PERIOD の 2.5 倍の制限時間が設けら
れています。デフォルトでは、150秒です。 
現在アクティブな RP候補がダウンしてから、新しい RPに切り替わるまで最大で 150秒間
の時間がかかります。 
BSR で RP の切り替え時間を短くするには、RP 候補の設定のオプションで

C-RP-ADV-PERIODを短くします。 
 
Router(config)#ip pim rp-candidate <interface> [group-list <acl>] [interval <sec>] 
 
 
Auto RP/BSR で複数の RP候補を設定して、RPを冗長化しても負荷分散を行うことはで
きません。RP候補を複数設定しても、アクティブな RPはひとつに決定されるからです。 
RPの冗長化だけではなく、正常時には複数の RPに負荷分散するためには Anycast RPを
利用します。 
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Anycast の概要 
Anycastは、通信の方式で「1対近く」の通信です。Anycastの通信を行うには、複数のイ
ンタフェースに同じアドレスを設定します。つまり、ひとつのアドレスを複数のインタフ

ェースで共有します。この共有しているアドレスを Anycastアドレスと呼びます。 
Anycastアドレスを送信先アドレスに指定してパケットを送信すると、送信元から最も近い
インタフェースにルーティングされます。「近い」というのは、ネットワーク上で利用して

いるルーティングプロトコルのメトリックによって判断されます。  
 
Anycastの通信では正常時に、Anycastアドレスを共有しているインタフェースで負荷分散
を行います。Anycastアドレスを共有しているインタフェースのひとつに障害が発生すると、
ユニキャストルーティングプロトコルによって Anycast アドレスへ到達するためのルート
情報が変更されます。つまり、Anycastアドレスを共有している別のインタフェースへ切り
替えることができます。 
 

サーバA

サーバB

あて先：X

あて先：X

Anycastアドレスを指定して
パケットを送信すると、ネット
ワーク的に「近い」インタフェ
ースに届く

 

図 1 Anycastの概要 
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このような Anycastの仕組みを RPの冗長化と負荷分散に応用した機能が Anycast RPで
す。複数の RPに Anycastアドレスを設定します。つまり、同じ IPアドレスを複数の RP
に設定します。その他のルータには、複数の RP に設定した Anycast アドレスを RP アド
レスとして設定します。RPアドレスの設定は、スタティックでも Auto RP/BSRのダイナ
ミックでもどちらでも構いません。 
 
Anycast RPの概要を示したのが次の図です。 
 

 
図 2 Anycast RPの概要 
 
RP1と RP2で 1.1.1.1という IPアドレスを共有しています。1.1.1.1が Anycastアドレス
です。マルチキャストネットワーク内のルータは1.1.1.1をRPアドレスとして設定します。
ソースに直接接続されているFHRは、ソースからのマルチキャストパケットをRP1へPIM 
Registerメッセージでカプセル化して転送します。FHRから 1.1.1.1の Anycastアドレス
の最も近いインタフェースは RP1だからです。そして、レシーバが現れると LHRは PIM 
Joinメッセージを RP2の方向へ送信して、共有ツリーを作成します。LHRから 1.1.1.1の
最も近いインタフェースは RP2になるためです。このようにして、RP1と RP2で RPの役
割を負荷分散することができます。 
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MSDP 
Anycast RPでマルチキャストパケットのルーティングを考えると、問題があります。それ
は、通常の PIM-SM の仕組みでは複数の RP間でマルチキャストパケットを転送すること
ができないことです。 
 
そこで、複数の RP 間でマルチキャストパケットを転送するために、MSDP(Multicast 
Source Discovery Protocol)を利用します。MSDPは、本来、異なる AS間でマルチキャス
トパケットを転送するためのプロトコルです。異なる AS の RP間でMSDPピアを確立し
ます。マルチキャストパケットを別の AS に転送するときには、MSDP ピアである転送先
の AS の RP へマルチキャストソースの情報を通知します。そのためのメッセージが
SA(Source Active)メッセージです。また、マルチキャストパケットを SAメッセージにカ
プセル化して、別の ASの RPへ転送することもできます。 
Anycast RPでは、MSDPの SAメッセージを利用して複数の RP間でマルチキャストパケ
ットを転送できるようにします。そのため、複数の RP間でMSDPピアの設定を行います。 
 

 
図 3 MSDPの利用 
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Anycast RPでのマルチキャストパケットの転送の様子を表したのが次の図です。 
 

 
図 4 Anycast RPでのマルチキャストパケットの転送 1 
 
この図では、すでに送信元ツリーや共有ツリーは作成されているものとしています。 
ソースから送信されたマルチキャストパケットは、送信元ツリーにしたがって RP1までマ
ルチキャストパケットのままルーティングされていきます。RP1 では、マルチキャストパ
ケットをMSDP SAメッセージでカプセル化して RP2へ転送します。RP2は、SAメッセ
ージのカプセル化を解除して、マルチキャストパケットを共有ツリーにしたがってレシー

バまでルーティングします。 
SAメッセージに毎回マルチキャストパケットをカプセル化すると大きな負荷がかかります。
そのため、SAメッセージにカプセル化するのは 1つ目のマルチキャストパケットだけです。
マルチキャストパケットのままルーティングできるように SA メッセージを受信した RP2
は送信元ツリーに参加します。SAメッセージによってソースの IPアドレスがわかるので、
PIM(S,G)Joinメッセージを送信して送信元ツリーに参加します。 
RP2 が送信元ツリーに参加すれば、マルチキャストパケットのままソースからレシーバま
でルーティングができるようになります。 
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図 5 Anycast RPでのマルチキャストパケットの転送 2 
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Anycast RP の設定 
Anycast RPの設定手順は次のようになります。 
 
1. 複数の RPに Anycastアドレスを設定する 
2. Anycastアドレスをルーティングプロトコルでアドバタイズする 
3. 各マルチキャストルータで Anycastアドレスを RPアドレスとして設定する 
4. 複数の RP間でMSDPピアを設定する 
 
1.～3.までは、何も特別な設定ではありません。普通の IP アドレスの設定とルーティング
プロトコル、RP の設定です。Anycast アドレスとして設定する IP アドレスはループバッ
クインタフェースにサブネットマスクを/32で設定することが多いです。ただし、OSPFや
BGPなどのルータ IDには注意が必要です。Anycastアドレスがルータ IDになってしまう
と、ルータ IDが重複して正しくルーティングできなくなってしまいます。Anycastアドレ
スがルータ IDに選ばれないように、ルータ IDをスタティックに設定するなど注意してく
ださい。 
そして、Anycast アドレスを RP アドレスとして設定するのは、スタティックでも Auto 
RP/BSRでも構いません。 
 
4.のMSDPピアの設定についてのコマンドの構文は次の通りです。 
 
Router(config)#ip msdp peer <ip-address> [connect-source <interface>] 
 
<ip-address>:MSDPピアの IPアドレス 
connect-source <interface>:MSDPパケットの送信元 IPアドレスとして利用したいインタ
フェースの指定 
 
Anycast RPにおいてMSDPピアの設定する際は、ピアを設定する IPアドレスに注意して
ください。MSDPピアの IP アドレスは Anycast アドレスではありません。Anycast アド
レスは RPアドレスとして利用するためのものです。RP 間で共有していない IP アドレス
でMSDPピアを設定してください。 
また、MSDPピアの IPアドレスとして、ネットワークの冗長性を活かすためにループバッ
クインタフェースの IPアドレスを利用することが一般的です。複数の RPで Anycastアド
レスではない普通の IP アドレスを設定しているループバックインタフェースを作成して、
MSDP ピアとして指定してください。そして、MSDP ピアの設定の考え方は BGP ネイバ
ーとよく似ています。MSDP ピアとなるルータがお互いきちんと設定できていなければい
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けません。つまり、MSDPパケットの送信元 IPアドレスが設定しているMSDPピアの IP
アドレスと一致していなければいけません。そこで、ループバックインタフェースの IPア
ドレスで MSDPピアを設定するときには、connect-sourceのオプションで送信元 IPアド
レスとしてどのインタフェースの IPアドレスを利用したいかを指定します。ちょうどBGP
ネイバーの neighbor update-sourceコマンドと同じ考え方です。 
 
また、Anycast RPでMSDPピアの設定には、追加で次のコマンドが必要です。 
 
Router(config)#ip msdp originator-id <interface> 
 
<interface>:MSDP SAメッセージの Originator-idとして利用するインタフェースの指定 
 
ドメイン間のマルチキャストを SAメッセージでカプセル化して転送する場合、デフォルト
で Originator-idは RPアドレスとなります。Anycast RPでは、RPアドレスとして複数の
RPで共有している Anycastアドレスを使っているので、変更しなければいけません。そこ
で、ip msdp originator-idコマンドでMSDPピアを確立するループバックインタフェース
に変更します。 
 
次の図のネットワーク構成で、Anycast RPにおける MSDPピアの簡単な設定例を考えま
す。 
 

 
図 6 Anycast RPの設定例 
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この図の構成で RP1、RP2の設定は次のように行います。 
 
RP1 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
interface loopback 0 

 ip address 1.1.1.1 255.255.255.255 

 

interface loopback 1 

 ip address 10.1.1.1 255.255.255.255 

 

ip msdp peer 10.1.1.2 connect-source loopback1 

ip msdp originator-id loopback1 

 

ip pim rp-address 1.1.1.1 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
RP2 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
interface loopback 0 

 ip address 1.1.1.1 255.255.255.255 

 

interface loopback 1 

 ip address 10.1.1.2 255.255.255.255 

 

ip msdp peer 10.1.1.1 connect-source loopback1 

ip msdp originator-id loopback1 

 

ip pim rp-address 1.1.1.1 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
※ 実際の RP1/RP2の設定には、MSDPピアの設定以外にもマルチキャストルーティング
の有効化やユニキャストルーティングの有効化も必要です。 
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上記の設定例のように複数の RPで 
 
・ RPアドレスとして Anycastアドレスを指定 
・ AnycastアドレスではないループバックインタフェースでMSDPピアの設定 
 
を行います。 
 
また、MSDPピアの確認は次の showコマンドで行います。 
 
・ show ip msdp summary 
・ show ip msdp peer 
 
以下、showコマンドの出力例です。 
 
show ip msdp summary 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
R4-PIM#show ip msdp summary 

MSDP Peer Status Summary 

Peer Address     AS    State    Uptime/  Reset SA    Peer Name 

                                Downtime Count Count 

3.3.3.3          ?     Up       00:02:44 0     0     ? 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
  



ネットワークのおべんきょしませんか？ CCIEラボ試験対策コンテンツ 
「究める IPマルチキャスト」サンプル Anycast RP 

12 
© Engineer Support 

ネットワークのおべんきょしませんか？ http://www.n-study.com 

 
show ip msdp peer 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
R4-PIM#show ip msdp peer 

MSDP Peer 3.3.3.3 (?), AS ? 

Description: 

  Connection status: 

    State: Up, Resets: 0, Connection source: Loopback0 (4.4.4.4) 

    Uptime(Downtime): 00:00:39, Messages sent/received: 1/1 

    Output messages discarded: 0 

    Connection and counters cleared 00:01:16 ago 

  SA Filtering: 

    Input (S,G) filter: none, route-map: none 

    Input RP filter: none, route-map: none 

    Output (S,G) filter: none, route-map: none 

    Output RP filter: none, route-map: none 

  SA-Requests: 

    Input filter: none 

    Sending SA-Requests to peer: disabled 

  Peer ttl threshold: 0 

  SAs learned from this peer: 0 

  Input queue size: 0, Output queue size: 0 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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LAB7:Anycast RP 
【概要とネットワーク構成】 
 

 
図 7 Anycast RPネットワーク構成 
 
Anycast RPによって、RPの負荷分散と冗長化を行います。Anycast RPで RPが正常時の
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負荷分散の様子と RPに障害が発生したときの切り替えの様子を実際に確認します。 
 
各ルータでは、EIGRP AS1によるユニキャストルーティングを行っています。 
Sourceおよび Reciever1は VLC Media Playerを利用します。また、Reciever2は R7で
ip igmp joing-groupによってマルチキャストレシーバとして動作するようにします。 
R3と R4に Anycastアドレスを設定します。設定する Anycastアドレスは Loopback34で
34.34.34.34/32です。R2を BSRとし、R3および R4で Anycastアドレスを RP候補とし
て設定して、R3と R4で RPの負荷分散ができるようにします。 
 
  



ネットワークのおべんきょしませんか？ CCIEラボ試験対策コンテンツ 
「究める IPマルチキャスト」サンプル Anycast RP 

15 
© Engineer Support 

ネットワークのおべんきょしませんか？ http://www.n-study.com 

 
Step1:PIM-SM の有効化 
PIM-SMによるマルチキャストルーティングを行うために、R1～R7でマルチキャストルー
ティングを有効化し、Loopback0を除くすべてのインタフェースで PIM-SMを有効化しま
す。マルチキャストルーティングを有効化するには、次のコマンドを使います。 
 
Router(config)#ip multicast-routing 
 
また、PIM-SMを有効化するには次のコマンドを使います。 
 
Router(config-if)#ip pim sparse-mode 
 
また、RP経由でマルチキャストパケットをルーティングさせるために R6/R7ではスイッチ
オーバーを無効化します。 
 
R6/R7 スイッチオーバーの無効化 
-------------------------------------------- 
ip pim spt-threshold infinity 

-------------------------------------------- 
 
Step2:PIM の確認 
Step1で設定した PIM-SMを確認します。確認のために、次の 2つのコマンドを使います。 
 
・ show ip pim interface 
ü PIMが有効になっているインタフェースを確認 

・ show ip pim neighbor 
ü PIMネイバーを確認 

 
R1では、show ip pim interfaceおよび show ip pim neighborの出力例は次のようになり
ます。 
 
R1 show ip pim interface/show ip pim neighbor 
-------------------------------------------- 
R1-PIM#show ip pim interface 

 

Address          Interface                Ver/   Nbr    Query  DR     DR 
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                                          Mode   Count  Intvl  Prior 

172.16.1.1       FastEthernet0/1.1        v2/S   0      30     1      172.16.1.1 

172.16.12.1      FastEthernet0/1.12       v2/S   1      30     1      172.16.12.2 

R1-PIM#show ip pim neighbor 

PIM Neighbor Table 

Mode: B - Bidir Capable, DR - Designated Router, N - Default DR Priority, 

      S - State Refresh Capable 

Neighbor          Interface                Uptime/Expires    Ver   DR 

Address                                                            Prio/Mode 

172.16.12.2       FastEthernet0/1.12       02:31:06/00:01:21 v2    1 / DR S 

-------------------------------------------- 
 
Step3:Anycast アドレスの設定とアドバタイズ 
R3と R4で Loopback34を作成し、34.34.34.34/32の IPアドレスを設定します。そして、
EIGRPでアドバタイズします。 
 
R3、R4 Anycastアドレスの設定とアドバタイズ 
-------------------------------------------- 
interface loopback 34 

 ip address 34.34.34.34 255.255.255.255 

 

router eigrp 1 

 network 34.34.34.34 0.0.0.0 

-------------------------------------------- 
 
Step4:Anycast アドレスに対するメトリック調整 
R2と R5で Anycastアドレス 34.34.34.34/32は等コストロードバランスで、2つのルート
がルーティングテーブル上に載せられます。R2は R4からのルートを優先し、R5は R4か
らのルートを優先するようにオフセットリストでメトリックを調整します。 
 
R2 メトリックの調整 
-------------------------------------------- 
access-list 34 permit 34.34.34.34 

 

router eigrp 1 

 offset-list 34 in 100 fastethernet0/1.23 
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-------------------------------------------- 
 
R5 メトリックの調整 
-------------------------------------------- 
access-list 34 permit 34.34.34.34 

 

router eigrp 1 

 offset-list 34 in 100 fastethernet0/1.45 
-------------------------------------------- 
 
R2と R5では、34.34.34.34/32のルートは次のようになります。 
 
R2 show ip route 34.34.34.34 
-------------------------------------------- 
R2-PIM#show ip route 34.34.34.34 

Routing entry for 34.34.34.34/32 

  Known via "eigrp 1", distance 90, metric 156160, type internal 

  Redistributing via eigrp 1 

  Last update from 172.16.24.4 on FastEthernet0/1.24, 00:00:55 ago 

  Routing Descriptor Blocks: 

  * 172.16.24.4, from 172.16.24.4, 00:00:55 ago, via FastEthernet0/1.24 

      Route metric is 156160, traffic share count is 1 

      Total delay is 5100 microseconds, minimum bandwidth is 100000 Kbit 

      Reliability 255/255, minimum MTU 1500 bytes 

      Loading 1/255, Hops 1 

-------------------------------------------- 
 
R5 show ip route 34.34.34.34 
-------------------------------------------- 
R5-PIM#show ip route 34.34.34.34 

Routing entry for 34.34.34.34/32 

  Known via "eigrp 1", distance 90, metric 156160, type internal 

  Redistributing via eigrp 1 

  Last update from 172.16.35.3 on FastEthernet0/1.35, 00:00:05 ago 

  Routing Descriptor Blocks: 

  * 172.16.35.3, from 172.16.35.3, 00:00:05 ago, via FastEthernet0/1.35 
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      Route metric is 156160, traffic share count is 1 

      Total delay is 5100 microseconds, minimum bandwidth is 100000 Kbit 

      Reliability 255/255, minimum MTU 1500 bytes 

      Loading 1/255, Hops 1 

-------------------------------------------- 
 
Step5:BSR 候補の設定 
R2を次のように設定して、BSR候補として設定します。 
 
R2 BSR候補の設定 
-------------------------------------------- 
interface loopback 0 

 ip pim sparse-mod 

 

ip pim bsr-candidate loopback0 30 

-------------------------------------------- 
 
※ ip pim bsr-candidateコマンド内で指定するインタフェースは PIMが有効になってい
る必要があります。そのため、Loopback0で PIM-SMを有効化しています。 

 
Step6:RP 候補の設定 
R3と R4の Loopback34を 239.1.1.1の RP候補として設定します。 
 
R3/R4 RP候補の設定 
-------------------------------------------- 
interface loopback34 

 ip pim sparse-mode 

 

access-list 1 permit 239.1.1.1 

 

ip pim rp-candidate loopback 34 group-list 1 
-------------------------------------------- 
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Step7:RP アドレスの確認 
各ルータで 239.1.1.1のRPアドレスが 34.34.34.34であることを確認します。R1で show ip 
pim rp mappingを見ると、次のようになります。 
 
R1 show ip pim rp mapping 
-------------------------------------------- 
R1-PIM#show ip pim rp mapping 

PIM Group-to-RP Mappings 

 

Group(s) 239.1.1.1/32 

  RP 34.34.34.34 (?), v2 

    Info source: 2.2.2.2 (?), via bootstrap, priority 0, holdtime 210 

         Uptime: 00:07:01, expires: 00:02:59 

-------------------------------------------- 
 
Step8:MSDP ピアの設定 
Anycastアドレスを設定している R3と R4の間でMSDPピアを設定します。ピアを設定
する IPアドレスはお互いの Loopback0とします。 
 
R3 MSDPピアの設定と確認 
-------------------------------------------- 
ip msdp peer 4.4.4.4 connect-source loopback 0 

ip msdp originator-id loopback 0 

-------------------------------------------- 
 
R4 MSDPピアの設定 
-------------------------------------------- 
ip msdp peer 3.3.3.3 connect-source loopback 0 

ip msdp originator-id loopback 0 

-------------------------------------------- 
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R3と R4で show ip msdp peerコマンドでMSDPピアの状態を確認します。 
 
R3 show ip msdp peer 
-------------------------------------------- 
R3-PIM#show ip msdp peer 

MSDP Peer 4.4.4.4 (?), AS ? 

Description: 

  Connection status: 

    State: Up, Resets: 0, Connection source: Loopback0 (3.3.3.3) 

    Uptime(Downtime): 00:07:45, Messages sent/received: 9/8 

    Output messages discarded: 0 

    Connection and counters cleared 00:08:45 ago 

  SA Filtering: 

    Input filter: none, route-map: none 

    Output filter: none, route-map: none 

  SA-Requests: 

    Input filter: none 

    Sending SA-Requests to peer: disabled 

  Peer ttl threshold: 0 

  Input queue size: 0, Output queue size: 0 

-------------------------------------------- 
 
R4 show ip msdp peer 
-------------------------------------------- 
R4-PIM#show ip msdp peer 

MSDP Peer 3.3.3.3 (?), AS ? 

Description: 

  Connection status: 

    State: Up, Resets: 0, Connection source: Loopback0 (4.4.4.4) 

    Uptime(Downtime): 00:08:13, Messages sent/received: 9/9 

    Output messages discarded: 0 

    Connection and counters cleared 00:08:50 ago 

  SA Filtering: 

    Input (S,G) filter: none, route-map: none 

    Input RP filter: none, route-map: none 
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    Output (S,G) filter: none, route-map: none 

    Output RP filter: none, route-map: none 

  SA-Requests: 

    Input filter: none 

    Sending SA-Requests to peer: disabled 

  Peer ttl threshold: 0 

  SAs learned from this peer: 0 

  Input queue size: 0, Output queue size: 0 

-------------------------------------------- 
 
Step9:Receiver1/Receiver2 の Join と共有ツリーの確認  
Receiver1のVLC Media Playerで 239.1.1.1に Joinします。また、R7のFastEthernet0/1.7
を 239.1.1.1に Joinします。 
 
R7 239.1.1.1に Join 
-------------------------------------------- 
interface fastethernet 0/1.7 

 ip igmp join-group 239.1.1.1 
-------------------------------------------- 
 
その後、R3、R4、R5、R6、R7で 239.1.1.1に対する共有ツリーを確認します。 
 
R3 show ip mroute 239.1.1.1 
-------------------------------------------- 
R3-PIM#show ip mroute 239.1.1.1 

～省略～ 

 

(*, 239.1.1.1), 00:19:27/00:03:13, RP 34.34.34.34, flags: S 

  Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0 

  Outgoing interface list: 

    FastEthernet0/0.35, Forward/Sparse, 00:18:05/00:03:12 

-------------------------------------------- 
 
R4 show ip mroute 239.1.1.1 
-------------------------------------------- 
R4-PIM#show ip mroute 239.1.1.1 
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～省略～ 

 

(*, 239.1.1.1), 00:23:15/00:03:03, RP 34.34.34.34, flags: S 

  Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0 

  Outgoing interface list: 

    FastEthernet0/1.47, Forward/Sparse, 00:23:15/00:03:03 
-------------------------------------------- 
 
R5 show ip mroute 239.1.1.1 
-------------------------------------------- 
R5-PIM#show ip mroute 239.1.1.1 

～省略～ 

 

(*, 239.1.1.1), 00:24:26/00:02:41, RP 34.34.34.34, flags: S 

  Incoming interface: FastEthernet0/1.35, RPF nbr 172.16.35.3 

  Outgoing interface list: 

    FastEthernet0/1.56, Forward/Sparse, 00:24:26/00:02:41 

-------------------------------------------- 
 
R6 show ip mroute 239.1.1.1 
-------------------------------------------- 
R6-PIM#show ip mroute 239.1.1.1 

～省略～ 

 

(*, 239.1.1.1), 00:51:28/00:02:30, RP 34.34.34.34, flags: SJC 

  Incoming interface: FastEthernet0/1.56, RPF nbr 172.16.56.5 

  Outgoing interface list: 

    FastEthernet0/1.6, Forward/Sparse, 00:51:28/00:02:30 

-------------------------------------------- 
 
  




